﻿1)1893-1903年の著作・文献
いわゆる市場問題について
「人民の友」とはなにか、そして彼らはどのように社会民主主義者とたたかっているか?(『ルースコエ•ボガ—トストヴォ』所載のマルクス主義者に反対する諸論文への回答)
フリードリヒ•エンゲルス
社会民主党綱領草案と解説
ロシア社会民主主義者の任務
「闘争同盟」からペテルブルグの労働者と社会主義者にあたう
農業における資本主義(カウッキーの著書とブルガコフ氏の論文について)
われわれの綱領
われわれの当面の任務
ストライキについて
『イスクラ』編集局の声明
なにから始めるべきか？
ロシア社会民主党の農業綱領
貧農に訴える 社会民主主義者はなにを望んでいゐか、農民のための説明
革命的青年の任務(第一の手紙)
2)1902-04年の著作・文献
なにをなすべきか? われわれの運動の焦眉の諸問題
一歩前進、二歩後退(わが党内の危機)
3)1904-07年の著作・文献
ロシアのプロレタリアートに訴える　
専制とプロレタリア—卜　 
労働者民主主義とブルジョア民主主義　 
民主主義革命における社会民主党の二つの戦術　
ブルイギン国会のボイコットと蜂起 
農民運動にたいする社会民主党の態度　 
小ブルジョア社会主義とプロレタリア社会主義　 
われわれの任務と労働者代表ソヴェト(編集局への手紙　 
党の再組織について
党の組織と党の文学　 
社会主義と無政府主義　 
社会主義政党と無党派的革命運動　
革命の諸段階、方向および見とおし　 
労働者党の農業綱領の改訂　
国会の解散とプロレタリアートの任務
モスクワ蜂起の教訓　 
パルチザン戦争　
社会民主党と選挙協定
国会にだれをえらぶか？　	
マルクスのクーゲルマンへの手紙のロシアKE版序文　 
国会選挙とロシア社会民主党の戦術　 
『J•F•ベッカー、J•ディIツゲン、F•エンゲルス、K ・マル クスその他からF•A•ゾルゲその他への手紙』のロシア語版序文　 
社会民主党内のインテリゲンツィアの日和見主義についての古典的評価　 
全国民的革命の問題について　 
ボイコットに反対する(社会民主主義的政論家の覚え書から)
4)1904-07年の著作・文献
『ロシアにおける資本主義の発展』第二版の序文  
一九〇五—一九〇七年の第一次ロシア革命における社会民主党の農業綱領
労働組合の中立性  
マルクス主義と修正主義  
好戦的軍国主義と社会民主党の反軍国主義的戦 
ロシア革命の鏡としてのレフ・トルストイ  
学生運動と今日の政治情勢  
現情勢の評価について  
大道へ  
宗教にたいする労働者党の態度について  
『プロレタリー』拡大編集局会議一九〇九年六月ハ—一七(ニー—三〇)日  
国会活動にかんするボリシエヴィキの任務についての演説と決議案  
解党主義の清算  
ハ時間労働日法趣旨文草案の説明書
5)1910-14年の著作・文献
統一にむかって  
政論家の覚え書  
革命の教訓 
ロシアにおける党内闘争の歴史的意
ロシアのストライキ統計について　 
ヨーロッパの労働運動における意見の相違　 
マルクス主義の歴史的発展の若干の特質について　 
農奴制崩壊五〇周年　 
ロシア社会民主党内の改良主義　 
党の危機の大詰　 
ゲルツェンの追想　 
ロシアの諸政党　 
経済的ストライキと政治的ストライキ　 
革命的高揚　 
二つのユートピア　 
資本主義社会における貧困化　 
カール•マルクスの学説の歴史的運命　 
マルクス主義の三つの源泉と三つの構成部分　
アジアの目ざめ　 
後進的なヨーロッパと先進的なアジア　 
階級闘争の自由主義的概念とマルクス主義的概念について覚え書　 
論争問題 公然の党とマルクス主義者　 
マルクス主義と改良主義　 
ヴェ•ザスーリチはどのように解党主義をほうむるか　 
ティラI•システムは人間を機械の奴隸にする　 
ロシアにおける労働者出版物の歴史から　 
統一の叫びにかくれた統一の破壊について　
民族自決権について　
6)1914-16年の著作・文献
カール•マルクス(略伝とマルクス主義の解説) 
戦争とロシア社会民主党 
大ロシア人の民族的誇りについて 
よその旗をかかげて  
弁証法の問題について  
第二インタナショナルの崩壊  
平和の問題  
社会主義と戦争(戦争にたいするロシア社会民主労働党の態度)  
ヨーロッパ合衆国のスローガンについて　 
革命の二つの方向について　 
エヌ•ブハーリンの小冊子『世界経済と帝国主義』の序文　 
社会主義革命と民族自決権(テ—ゼ)　
第二回国際社会主義会議へあてたロシア社会民主労働党中央委員会の提案　 
資本主義の最高の段階としての帝国主義(一般向け概説)　　
世界の分割状況(民族的発展との関連における)　　 
ユニウスの小冊子について　 
7)1916-17年の著作・文献
自決にかんする討論の総括 
ペ•キエフスキ(ユ•ピヤタコフ)への回答  
マルクス主義の戯画と「帝国主義的経済主義」について 
プロレタリア革命の軍事綱領  
帝国主義と社会主義の分裂  
青年インタナショナル(覚え書)  
一九〇五年の革命についての講演  
遠方からの手紙  
現在の革命におけるプロレタリアートの任務について  
戦術にかんする手紙  
わが国の革命におけるプロレタリアートの任務(プロレタリア党の政綱草案)   
ロシア農村労働者組合を設立する必要について  
スローガンについて  
立憲的幻想について  
ボナパルティズムの始まり  
革命の教訓  
妥協について  
さしせまる破局、それとどうたたかうか  
革命の一根本問題
8)1917-18年の著作・文献
国家と革命 マルクス主義の国家学説と革命におけるプロレタリアートの諸任務  
革命の任務  
マルクス主義と蜂起 □シア社会民主労働党(ボ)中央委員会への手紙  
政論家の日記からわが党の誤り  
ボリシエヴィキは国家権力を維持できるか  
党綱領の改正によせて  
一局外者の助言  
ロシア社会民主労働党(ボ)中央委員会会議決議一九一七年一〇月一〇(二三)日  
労働者と勤労被搾取農民の同盟 『プラウダ』編集局への手紙 
競争をどう組織するか？
勤労被搾取人民の権利の宣言  
ロシア共産党(ボ)第七回臨時大会一九一八年三月六—八日中央委員会の政治報告三月七日  
ソヴェト権力の当面の任務  
「左翼的」幼稚さと小ブルジョア性について  
アメリカの労働者への手紙
9)1918-20年の著作・文献
ピチリム•ソローキンの貴重な告白  
プロレタリア革命と背教者カウッキー 
共産主義インタナショナル第一回大会一九一九年三月二—六日  
ロシア共産党(ボ)第八回大会一九一九年三月一八—二三日 
第三インタナショナルとその歴史上の地位 
ハンガリーの労働者へのあいさつ  
偉大な創意(銃後の労働者の英雄精神について。「共産主義土曜労働」にか んして)   
国家について スヴェルドロフ大学での講義一九一九年七月一一日  
ソヴェト共和国における婦人労働運動の任務について 第四回モスクワ全市党外婦人労働者会議での演説 一九一九年九月二三日  
プロレタリアートの執権の時期における経済と政治  
東洋諸民族共産主義組織第二回全ロシア大会での報告一九一九年一一月二二日  
憲法制定議会の選挙とプロレタリアートの執権  
デニーキンにたいする勝利にさいしてウクライナの労働者と農民に送る手紙  
ロシア語の純化について(ひまなときに、つまり集会で演説を聞いているあいだに浮かんだ随想  
共産主義内の「左翼主義」小児病  
10)1920-23年の著作・文献
共産主義インタナショナル第二回大会のためのテーゼ  
共産主義インタナショナル第二回大会一九二〇年七月一九日—八月七日  
オーストリアの共産主義者への手紙  
青年同盟の任務(ロシア共産青年同盟第三回全ロシア大会での演説)一九二〇年一〇月二日  
プロレタリア文化について  
県および郡国民教育部政治教育委員全ロシア会議での演説一九二〇年二月三日  
労働組合について、現在の情勢について、同志トロッキーの誤りについて 第八回全ロシア•ソヴェト大会、全ロシア労働組合中央評議会およびモスクワ県労働組合評議会のロシア共産党(ボ)グループ合同会議での演説一九二〇年一二月三〇日  
ふたたび労働組合について、現在の情勢について、同志トロッキーと同志ブハリンの誤りについて  
国際労働婦人デー  
ロシア共産党(ボ)第一〇回大会一九ーニ年三月八—一六日 
食糧税について(新政策の意義とその諸条件)   
共産主義インタナショナル第三回大会一九ニ一年六月二二日—七月一二日  
十月革命四周年によせて  
現在と社会主義の完全な勝利後とにおける金の意義について  
三つのインタナショナルの会議にかんする資料  
戦闘的唯物論の意義について  
われわれは高い代価を払いすぎた  
共産主義インタナショナル第四回大会一九二二年一一月五日—一二月五日  
ヴェ•イ・レ—ニンの最後の手紙と論文一九二ニ年一二月二三日—一九二三年三月二日 
民族問題または「自治化」の問題によせて  
民族問題または「自治化」の問題によせて(つづき)   
協同組合について  
量よりも質を
別巻1)
ロシアにおける資本主義の発展（1899年）
別巻2)
唯物論と経験批判論（1908年）